
四
部　覗一同顎両9雫石四一肩WWi

-

H=∃=-＿＿一目四目四百匹ｮ=ヨ

二'－‾'－‾"゜一'FΞiE苧匹一河ヲΞ一一一一z匹EΞ゜‾'-＝‾=‾-"'

一一

　・－-－---･--:･:‾Ξ‾77両=,瓦-－-7j=.一呵=弓゛司可5:函ヲlf・函ili阿一匹函司･四豆i;

－ 　 一

一 一 一

胆
言

●

●

平
成
十
二
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
・
県
、
県
消
防
協
会
、
後
援
・
秋
田
魁
新
報
社
、
県
教
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花
輪
北
小
学
校
六
年

（
現
花
輪
第
二
中
学
校
一
年
）

安
保
有
由
里
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ん
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年
齢
別
搬
送
状
況

　
7
0
歳
以
上
の
高
齢
者

が
4
7
9
天
で
3
9
％
を
占
め
、

6
0
歳
以
上
の
2
5
9
人
を
含

め
る
と
全
体
の
6
0
％
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
4
0
歳
か
ら
5
9
歳

ま
で
は
、
2
2
7
天
で
1
8
％
を

占
め
て
お
り
生
活
習
慣

病
疾
患
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　　年齢別搬送状況

　　　･1　，膳

　　　　゜-IMJ

/

四６０歳～６９歳

口口４０歳～49歳

[コ２０歳～２９歳

皿○歳～９歳

㎜70歳以上

四50歳～59歳
㎜30歳～39歳
㎜10歳～旧歳

事故種別搬送人員

●
□急病�交通事故［コー般負傷□その他

事
故
種
別
搬
送
人
員

　
急
病
7
0
7
人
、
交
通
事
故
2
0
6

人
、
一
般
負
傷
1
4
2
人
、
そ
の

他
1
7
6
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
急
病
に
つ
い
て
は
、
出
動

件
数
の
約
6
0
％
を
占
め
、
さ

ら
に
、
全
搬
送
人
員
の
う
ち

重
症
及
び
中
等
症
が
5
7
％
と

な
っ
て
お
り
、
近
年
に
お
け

る
傷
病
程
度
の
重
傷
化
傾
向

が
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。

知って得する!

いろいろな体位

・
ｅ
・
・
＠
・
・
一
一

コラム
に抑矩］

●
　　喘息が起きた、心臓が衰弱している

　　　上半身を起こして後に寄りかかせる。吟　

呼吸困難や、息切れ、喘息、急性心

　　臓病などの時に適しています。

:腹痛や腹部をけがした　　　　　　　　　　［胆睦尚尚ｺ

Ｅ　水平に寝かせ膝を立て、その下

Ｅに毛布などを丸めて当てる。　　　　　蛎幽|一77］

　　腹部をけがしているときや強い

4■　　　　　
一一　　9

；腹痛の時などに適しています。
＠
Ｉ
ｌ
ｌ

おう吐している

　この体位でアゴを突き出すようにし

Ｅ「晋駆範‾|
一
一
＠
Ｉ

ｉ　　　　　　　　　　　てやると気道が確保しやすい。　〃　

分泌物を肺に吸い込む危険を防ぐ効

り･。　　¨　　　　……………｀　果があり、顔や□に傷があるときに適
●　　　　　　　　　　　　　　　　　■¶--㎜'-－－　--･■- ･-　･--■'‾　‾‾‾‾

ヨ　　　　　　　　　　　　しています。
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●
ヨショツクや下肢から出血している　　　　　｢逗嵩仰釦到

ヨ　足の方を3 0° 位高くして寝かせる。

顔色が蒼白なときやク時下

加

●|

〃7Tｱ

ヨ肢からの出血が多いときに適しています。　　　　　　　……………l‥

　
　
「
汝
は
彼
女
を
妻
と
し
て
生
涯
：
こ
と
か
言
っ
て
指
輪
を
は
め
る
の

は
、
昔
か
ら
左
の
薬
指
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
左
薬
指
は
、
西
洋
で
は

Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｆ
・
ｌ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
と
い
い
、
心
臓
か
ら
血
管
が
途
中
で
分
か
れ
る

こ
と
な
く
、
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
こ
と
か
ら
「
相
手

と
直
結
し
、
つ
な
ぎ
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」
と
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
左
薬
指
は
と
も
か
く
、
全
て
の
血
管
は
、
川
の
よ
う
に
細
か
く
枝
分
か
れ
し
て
い

人
生
の
ご
と
く
脈
拍
も
変
動
す
る
？

ま
す
。
そ
こ
か
ら
で
き
た
の
が
「
脈
」
と
い
う
字
で
す
。
脈
拍
は
、
不
整
脈
が
あ
る

場
合
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
正
常
者
で
も
安
静
に
し
て
い
て
も
か
な
り
変
動
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
自
律
神
経
の
支
配
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
若
年
者

で
は
か
な
り
の
変
動
幅
の
大
き
い
人
も
い
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
正
常
で
は
安
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
脈
拍
も
随
分
と
変
動
し
て
い

ま
す
。
ま
し
て
私
た
ち
の
人
生
は
、
変
動
の
嵐
で
す
よ
ネ
。

「
妻
と
し
て
生
涯
変
わ
ら
ず
…
ム
ニ
ャ
ム
ニ
ャ
：
こ

なにをかける？



春
の
火
災
予
防
運
動

火
を
つ
け
た
あ
な
た
の
責
任
最
後
ま
で

家
庭
で
、
職
場
で
、

地
域
で
、
火
災
予
　
ト

防
運
動
を
推
進
し

ま
し
よ
う
！
・

　
家
庭
で
は
、
寝
た
き
り
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
、
身
体
の
不
自

由
な
方
々
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
職
場
で
は
、
消
防
計
画
を
立

て
消
火
訓
練
や
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
で
は
、
防
火
講
習
会
な

ど
を
開
催
し
、
火
災
予
防
の
正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
な
ど
に

備
え
て
自
主
防
災
組
織
を
つ
く

り
、
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の

地
域
ぐ
る
み
の
避
難
協
力
体
制

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●住宅火災　いのちを守る７つのポイン
⑤子供には、マッチやライターで遊ばせない。

⑥電気器具は、正しく使い、タコ足配線はし

　ない。

⑦一人暮らし高齢者などを火災から守る。

①家のまわりに燃えやすいものを置かない。

②たばこの投げ捨てと寝たばこはしない。

③天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。

④風の強い日は、たき火をしない。

●

い
う
安
心
感
が
サ
イ
レ
ン
の
音
と
共
に
‐
‐
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
‐
‐

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
外
に
出
‐
‐
　
今
思
う
と
ソ
ッ
と
し
ま
す
。
こ
れ
を
‐
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

っ
と
ボ
ヤ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
全
焼
し
て
　
か
っ
た
ら
・
・
・
と
考
え
る
と
、
今
で
　
罰
と
思
っ
て
我
慢
し
て
い
ま
す
。

●
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●

　　　　　　　携帯電話から１１９番すると？

鹿角市や小坂町から携帯電話で119番すると最初に大館広域消防本部につながります。

→

｢通報はあせらず、

落ち着いて目
大館広域消防本部

携帯電話の正しい利用方法

通報が転送され臣す

→

①　自動車からの通報は、安全な場所に停車してから通報し

　て下さい。

②　携帯電話であることを告げ、住所や目標物をしっかり確

　認して下さい。

③｢切れやすい｣｢聞き取りにくい｣場合はJI｣な場所へ移動す

鹿角広域消防本部

→

鹿角広域消防署

各　　分　　署

　るか、公衆電話または、直接消防署へかけ直しして下さい。

④　通報後は、電源を切らないで下さい。再確認のため消防

　署からかけ直す場合があります。

※　ＰＨＳをご利用の方は、一般電話と同様、直接鹿角広域

　消防署通信指令室へつながります。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

|ｶyんばる1淵提

ぶ　去る３月４日に、山村開発センター、

スポーツセンターにて、平成12年度消

防団教養研修会が開催されました。約

１００名の参加者により、『訓練礼式』

『ポンプ車・小型ポンプの取扱要領及び

運用訓練』を鹿

角広域行政組合

消防署職員を講

師に真剣な眼差

しで研修されま

した。

鵬機器の齢
く半自動式除細動器》
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　致死的な不整脈（心室細勤）患者に

対して、心臓に直流電流を通電するこ

とにより、各心筋細胞の興奮と刺激伝

導を正常な状態に復帰させる目的で行

います。

　２つのパッドで、心臓を挟み込むよ

う胸壁に当て、放電エネルギーを設足

し通電します。

　広報「消防鹿角」に関するご意見・要望
等がございましたら下記の連絡先よでお願
いします。
　また、当広報へ掲載したい記事等も受け
付けています。

消防本部・消防署

十和田分署

小　坂　分　署

電話２３-５６０１

Ｆａｘ ２３-５６０５

電話３５-２００６

Ｆａｘ３５-２００７

電話２９-２１１９

Ｆａｘ２９-３７３１

八幡平分駐所　電話34-2229

鹿角市幼少年婦人防火委員会

をご存じですか？

目的は？

　鹿角市では家庭・職場を問わす、日頃

から、防火・災害意識を高めることを目

的として昭和57年9月28日、少年防火

委員会を発足。その後平成2年4月２日

現在の名称となりました。

どんな組織なの？

　幼年消防クラブ・少年消防クラブ・婦人消

防クラブで構成されています。

(詳しくは図1を参照)

主にどんな活動をしているの？

　ふれあい広場・鹿角市消防出初式等への参

加、各種行事でのぼりを掲揚した防火ＰＲや、

地域住民の方々へ火災予防を呼びかけるため

の夜間パトロールを行っています。

消防マメ瞬轡
　防火安全のシンボルマーク

　　　「適マーク」

　旅館、ホテルのフロントやデパー

ト、大型スーパーの入口などに掲示

されている「適マーク」。

　このマークは、一定規模以上の大

きさで、多くの人が出入りする建物

について、火災が発生した時に消火

器や避難器具がきちんと使える状態

になっているか、素早い消火活動や

お客を安全な場所に避難させること

ができるかなどを消防機関が審査

し、一定基準に適合した場合に交付

します。

　この制度は、昭和55年11月２０

日、栃木県川治温泉川治プリンスホ

テル火災（死者45人、傷者22人）、

翌年２月８日のホテルニュージャパ

ン火災（死者32人、傷者34人）が

契機となり制定されました。

ぽく鵬ｶﾞﾝﾊﾞヽ哨
１ま)す?|

　
今
回
は
、
鹿
角
市
花
輪

の
「
下
川
原
子
供
会
」

（
世
話
人
代
表
佐
藤
睦
子
）

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
下
川
原
子
供
血
は
、
消

防
少
年
ク
ラ
ブ
と
し
て
少

人
数
な
が
ら
も
地
域
の
防

火
の
た
め
、
大
の
用
心
の

呼
び
か
け
や
奉
仕
活
動
な

ど
を
行
い
、
地
域
の
防
災

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
大
人
だ
ち
と
一
緒
に

火
災
予
防
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
の
活
動
が

評
価
さ
れ
、
去
る
一
月
四

「下川
鹿角市花輪
　原子供

　
主
な
活

動
は
次
の

と
お
り
で

す
。

　
・
大
の
用

心
の
呼
び

か
け

　
・
地
域
の

奉
仕
活
動

・
防
災
行

事
へ
の
参

加

．６、

Ｚｉ

」

日
の
出
初
め
式
で
優
良
少
年
ク
ラ

ブ
と
し
て
秋
田
県
知
事
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
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